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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
自
殺

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
５
２
Ｄ

【
作
者
名
】

　
真
貴
人

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
今
日
も
独
り
、
明
日
も
独
り
・
・
・
」
彼
は
考
え
込
ん
で
い
た
・
・
・
。

「
一
生
独
り
な
の
か
な
、
俺
は
・
・
・
。
『
一
人
』
じ
ゃ
な
く
て
『
独
り
・
・
・

』
」
昔
の
友
達
の
顔
が
、
瞼
の
裏
に
現
れ
る
。
も
っ
と
も
、
今
は
『
友
達
』
と

呼
べ
る
間
柄
の
人
は
、
存
在
し
な
い
が
・
・
・
。
そ
う
、
彼
は
死
の
う
と
し
て

い
た
。
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第
一
章
（
前
書
き
）

「
今
日
も
独
り
、
明
日
も
独
り
・
・
・
」
 

彼
は
考
え
込
ん
で
い
た
・
・
・
。
 

「
一
生
独
り
な
の
か
な
、
俺
は
・
・
・
。
 

　
『
一
人
』
じ
ゃ
な
く
て
『
独
り
・
・
・
』
」
 

　
　
　
 

昔
の
友
達
の
顔
が
、
瞼
の
裏
に
現
れ
る
。
 

も
っ
と
も
、
今
は
『
友
達
』
と
呼
べ
る
間
柄
の
人
は
存
在
し
な
い
が
・
・
・
。
 

そ
う
、
彼
は
死
の
う
と
し
て
い
た
。
 

何
と
な
く
続
け
て
い
る
仕
事
。
目
標
の
無
い
毎
日
。
 

４
人
兄
弟
の
中
で
、
二
人
の
兄
も
弟
も
優
秀
だ
が
、
 

自
分
だ
け
が
高
校
中
退
で
親
・
親
戚
か
ら
の
風
辺
り
が
強
く
落
ち
こ
ぼ
れ
と
言

う
現
実
。
 

そ
し
て
、
最
愛
の
人
と
の
別
れ
・
・
・
。
 

何
も
か
も
が
如
何
で
も
良
く
な
っ
た
。
 

「
生
き
て
て
も
、
良
い
事
は
な
い
・
・
・
」
 

「
最
後
に
バ
ー
チ
ャ
ン
の
手
料
理
が
食
べ
た
か
っ
た
・
・
・
」
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第
一
章

～
５
日
前
～
 

「
・
・
・
・
・
・
」
 

彼
の
名
前
を
呼
び
続
け
て
い
る
。

「
が
ん
ば
れ
！
　
バ
ー
チ
ャ
ン
が
ん
ば
れ
！
！
」
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
ね
、
も
う
、
駄
目
み
た
い
・
・
・
」
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
の
ぶ
ん
も
…
た
く
ま
し
…
く
…
…
」
 

ピ
ー
・
・
・
・
・
 

「
バ
ー
チ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ん
・
・
・
・
！
！
！
！
！
」
 

「
死
ん
だ
か
。
や
っ
と
邪
魔
者
が
い
な
く
な
っ
て
助
か
っ
た
な
」
 

「
そ
れ
よ
り
遺
産
の
相
談
だ
が
・
・
・
」
 

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
。
」
 

家
族
と
親
戚
は
誰
一
人
悲
し
ん
で
な
い
よ
う
だ
・
・
・
。
 

葬
式
な
ど
は
事
務
的
に
行
わ
れ
た
。
 

表
面
的
に
は
悲
し
い
フ
リ
等
を
し
て
は
い
る
が
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本
心
で
悲
し
ん
で
る
の
は
彼
だ
け
だ
っ
た
・
・
・
。
 

「
ふ
ざ
け
ん
な
よ
・
・
・
」
 

彼
は
怒
っ
て
い
る
。
 

「
（
な
ん
で
、
誰
も
・
・
・
誰
も
、
悲
し
ま
な
い
ん
だ
よ
・
・
・
。
）
」
 

二
人
の
兄
に
、
弟
か
ら
も
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
彼
。
 

高
校
中
退
し
て
か
ら
は
家
に
は
居
場
所
が
無
く
、
親
か
ら
は
ゴ
ミ
扱
い
。
 

だ
が
そ
ん
な
彼
に
も
バ
ー
チ
ャ
ン
だ
け
は
優
し
か
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

そ
の
バ
ー
チ
ャ
ン
も
、
も
う
い
な
い
・
・
・
。
 

「
す
、
す
い
ま
せ
ん
。
遅
刻
し
ま
し
た
」
 

「
お
や
お
や
。
良
い
気
な
も
の
だ
ね
。
」
 

彼
は
う
ど
ん
屋
に
勤
務
し
て
い
る
。
 

「
す
、
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
。
」
 

「
い
や
い
や
、
良
い
ん
だ
よ
。
や
る
気
が
無
い
な
ら
辞
め
て
く
れ
て
良
い
ん
だ

よ
？
」
 

彼
は
対
し
た
仕
事
が
出
来
ず
、
こ
の
嫌
味
な
店
長
の
捌
け
口
で
有
っ
た
・
・
・
。
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 「
・
・
・
」
 

誰
か
ら
も
、
必
要
と
さ
れ
な
い
・
・
・
。
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第
二
章

そ
し
て
、
更
に
彼
を
、
悲
し
い
現
実
が
襲
う
の
だ
っ
た
・
・
・
。
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

Ｒ
ｅ
：

な
ん
で
・
・
・
？
な
ん
で
な
の
・
・
・
？
 

Ｒ
ｅ
：
み
さ
と

ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
 

も
う
、
貴
方
と
は
、
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。
 

友
達
で
い
た
か
っ
た
ん
で
す
・
・
・
。
 

Ｒ
ｅ
：
 

な
ん
で
、
俺
は
君
が
い
た
か
ら
頑
張
れ
た
の
に
・
・
・
 

君
が
い
な
き
ゃ
駄
目
な
の
に
・
・
・
。
 

捨
て
な
い
で
・
・
・
お
願
い
　
捨
て
な
い
で
・
・
・
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

誰
か
ら
も
　
愛
さ
れ
な
い
・
・
・
。
 

大
好
き
だ
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ン
の
死
・
・
・
。
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愛
す
る
人
と
の
絶
縁
・
・
・
。
 

彼
は
、
何
も
か
も
が
ど
う
で
も
良
く
な
っ
た
。
 

そ
し
て
、
自
殺
を
決
意
し
た
・
・
・
。
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
、
ご
め
ん
・
・
・
。
言
い
付
け
、
守
れ
そ
う
に
も
な
い
よ
・
・
・

」
 

彼
は
準
備
を
し
て
い
る
。
 

自
殺
の
方
法
は
既
に
決
め
て
い
た
。
 

『
電
車
飛
び
込
み
』
 

家
族
に
大
量
の
請
求
書
が
来
る
恐
れ
が
有
る
の
で
却
下
。
 

『
飛
び
降
り
自
殺
』

下
に
い
る
人
に
で
も
当
た
っ
た
ら
大
変
だ
。
 

そ
こ
で
彼
が
考
え
つ
い
た
の
は
、
樹
海
に
向
か
っ
て
そ
の
中
で
、
薬
物
自
殺
だ
。

 タ
イ
ト
ル
は
忘
れ
た
が
、
彼
は
昔
、
樹
海
で
男
女
が
自
殺
す
る
ド
ラ
マ
を
思
い

出
し
た
。

樹
海
で
の
死
を
選
ん
だ
人
達
の
『
美
し
い
死
に
方
』
と
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
間

に
は
、
 

少
な
か
ら
ぬ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
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彼
ら
は
自
ら
の
死
後
の
無
惨
な
姿
を
客
観
的
に
想
像
し
行
為
に
及
ぶ
の
だ
ろ
う

か
。
 

樹
海
の
中
で
死
ね
ば
、
肉
体
は
鳥
獣
に
食
い
散
ら
か
さ
れ
腐
乱
し
て
い
く
。
 

こ
の
様
な
事
は
少
し
想
像
す
れ
ば
誰
で
も
分
か
る
事
だ
。
 

無
論
、
彼
に
も
例
外
な
く
分
か
っ
て
い
た
・
・
・
。
 

だ
が
、
そ
れ
で
良
い
の
だ
。
腐
乱
死
体
に
な
っ
て
自
分
等
消
え
て
し
ま
え
ば
良

い
 

彼
は
そ
う
思
っ
て
い
た
の
だ
・
・
・
・
。
 

青
木
ヶ
原
の
樹
海
で
死
ぬ
事
を
既
に
決
め
て
い
た
彼
。
 

「
樹
海
で
眠
っ
た
ら
…
…
バ
ー
チ
ャ
ン
に
会
え
る
か
な
…
…
」
 

「
生
ま
れ
変
わ
れ
ば
、
ア
イ
ツ
を
越
せ
る
か
な
。
俺
を
、
愛
し
て
く
れ
る
か
な
・

・
・
。
」
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第
三
章

「
一
応
ネ
ッ
ト
の
友
達
に
も
別
れ
を
告
げ
と
く
か
・
・
・
。
」
 

そ
ー
言
っ
て
、
自
分
が
常
駐
し
て
い
る
大
型
掲
示
板
の
馴
れ
合
い
板
の
ス
レ
ッ

ド
に
、
 

『
今
か
ら
死
に
に
行
く
。
お
前
ら
世
話
に
な
っ
た
』
 

と
言
っ
た
書
き
込
み
を
残
す
彼
。
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
様
々
な
レ
ス
ポ
ン
ス
が
返
っ
て
来
る
。
 

『
早
く
死
ん
で
ね
☆
』
『
勝
手
に
死
ね
』
と
言
っ
た
定
番
の
煽
り
の
レ
ス
。
 

『
何
言
っ
て
る
ん
だ
？
』
『
冗
談
言
う
な
よ
・
・
・
。
』
と
言
っ
た
彼
の
身
を

案
じ
る
心
配
の
レ
ス
。
 

が
、
今
の
彼
に
は
、
心
配
の
レ
ス
す
ら
も
全
て
が
事
務
的
な
偽
善
め
い
た
事
に

見
え
る
の
だ
っ
た
・
・
・
。
 

皮
肉
に
も
、
実
際
そ
の
推
測
は
当
た
っ
て
い
る
の
だ
が
・
・
・
。
 

「
何
、
心
配
し
た
フ
リ
し
て
や
が
ん
だ
コ
イ
ツ
等
・
・
・
」
 

「
ネ
ッ
ト
で
出
会
っ
た
奴
を
本
気
で
心
配
な
ん
て
す
る
分
け
ネ
ー
だ
ろ
・
・
・
。

」
 

そ
の
時
、
気
に
な
っ
て
い
た
女
性
Ｈ
Ｎ
の
レ
ス
が
目
に
止
ま
る
・
・
・
 

例
の
、
メ
ー
ル
を
絶
縁
さ
れ
た
子
だ
。
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『
お
　
願
　
い
　
死
な
な
い
で
。
帰
っ
て
来
て
・
・
・
』
 

「
・
・
・
・
・
・
 

」
 

だ
が
、
そ
れ
も
表
面
的
な
言
葉
だ
っ
た
・
・
・
。
 

実
際
に
は
、
そ
の
レ
ス
に
は
意
図
が
有
っ
た
。
 

こ
の
馴
れ
合
い
サ
イ
ト
で
の
ス
レ
ッ
ド
上
に
て
、

優
し
い
言
葉
を
掛
け
て
自
分
の
Ｈ
Ｎ
と
し
て
の
周
り
か
ら
の
評
価
を
上
げ
る
為

で
有
る
。
 

実
際
彼
の
常
駐
し
て
い
る
掲
示
板
で
Ｈ
Ｎ
を
付
け
て
る
者
が
美
し
い
言
葉
を
列

挙
す
る
時
は
、

大
抵
が
そ
う
い
う
意
図
で
有
り
、
 

本
心
か
ら
心
配
す
る
書
き
込
み
は
希
少
、

い
や
、
皆
無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
だ
ろ
う
・
・
・
。

彼
は
、
こ
の
女
性
Ｈ
Ｎ
と
仲
が
良
か
っ
た
。
 

ス
レ
ッ
ド
で
の
や
り
取
り
や
、
メ
ー
ル
を
し
て
る
内
に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
の

だ
。
 

日
に
日
に
彼
女
へ
の
想
い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
彼
。
 

だ
が
、
彼
女
は
彼
の
気
持
ち
に
応
え
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
。
 

あ
く
ま
で
も
『
友
達
で
い
た
い
』
と
告
げ
ら
れ
た
の
だ
。
 

彼
は
極
度
の
対
人
恐
怖
症
か
ら
か
、
電
話
が
苦
手
だ
っ
た
。
 

彼
女
と
電
話
を
し
た
ら
怖
く
て
切
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
 

そ
こ
で
自
問
自
答
を
し
て
い
た
。
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『
な
ん
で
好
き
な
の
に
電
話
が
出
来
な
い
ん
だ
・
・
・
』
 

『
俺
じ
ゃ
彼
女
を
幸
せ
に
出
来
な
い
。
守
れ
な
い
・
・
・
』
 

自
分
の
無
力
さ
を
痛
感
し
た
の
も
自
殺
を
決
意
し
た
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
。
 

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
彼
女
へ
の
想
い
は
本
物
だ
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

ネ
ッ
ト
で
出
会
っ
た
、
文
字
だ
け
の
繋
が
り
の
彼
女
を
・
・
・
。
 

彼
女
と
の
出
会
い
は
、
彼
が
以
前
に
ふ
と
し
た
事
で
自
殺
を
決
意
し
、
 

馴
れ
合
い
掲
示
板
に
『
今
か
ら
死
に
ま
す
』
と
言
う
ス
レ
ッ
ド
を
立
て
た
事
だ

っ
た
。
 

そ
の
時
、
野
次
や
煽
り
も
無
論
有
っ
た
が
、
懸
命
に
止
め
て
く
れ
た
板
住
人
達
・

・
・
。
 

彼
女
も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。
 

住
人
達
の
説
得
に
よ
り
自
殺
を
辞
め
た
彼
。
 

そ
し
て
、
次
第
に
そ
の
人
に
想
い
を
寄
せ
て
行
く
の
だ
っ
た
・
・
・
。
 

叶
わ
ぬ
恋
だ
と
は
知
ら
ず
に
・
・
・
。
 

彼
は
、
彼
女
と
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
等
で
交
流
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
・
・
・
。
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だ
が
、
段
々
気
付
い
て
来
た
の
だ
・
・
・
。
 

彼
女
が
彼
へ
の
同
情
や
哀
れ
み
で
メ
ー
ル
等
を
し
て
く
れ
て
い
た
事
・
・
・
。
 

彼
女
の
想
い
が
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
事
を
・
・
・
。
 

彼
は
、
敏
感
に
察
知
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

彼
女
は
別
の
男
Ｈ
Ｎ
の
事
が
好
き
な
事
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
彼
・
・
・
。
 

自
分
の
事
は
友
達
と
し
て
し
か
、
見
て
く
れ
て
な
い
事
も
・
・
・
。
 

そ
し
て
、
そ
の
男
Ｈ
Ｎ
と
リ
ア
ル
で
会
っ
た
事
も
、
互
い
に
住
所
を
知
っ
て
い

る
事
も
・
・
・
。
 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
隠
さ
れ
て
る
事
も
・
・
・
。
 

そ
れ
ら
の
事
実
は
彼
に
は
、
余
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

「
み
さ
と
（
女
性
ｈ
ｎ
の
名
前
）
・
・
・

　
愛
し
て
た
よ
・
・
・
。
結
婚
し
た
か
っ
た
・
・
・
。
守
り
た
か
っ
た
。
」
 

「
君
は
、
幸
せ
に
な
っ
て
ね
・
・
・
。
」
 

泣
き
な
が
ら
タ
イ
ピ
ン
グ
を
す
る
彼
。
 

「
『
君
の
為
に
帰
っ
て
来
る
よ
』
・
・
・
と
」
 

彼
は
、
心
配
さ
せ
ぬ
為
な
の
か
騒
ぎ
を
大
き
く
さ
せ
ぬ
為
な
の
か
知
れ
な
い
が
、

 そ
う
書
き
残
し
て
、
家
を
後
に
す
る
の
で
有
っ
た
・
・
・
。
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も
う
、
帰
ら
ぬ
つ
も
り
で
・
・
・
。
 

彼
が
今
日
を
自
殺
日
に
決
め
た
の
も
、
 

単
な
る
偶
然
の
様
に
見
え
る
が
、
実
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
 

と
言
う
の
は
、
今
日
が
１
１
月
１
２
日
、
月
曜
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

自
殺
者
が
多
い
曜
日
は
月
曜
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ー
の
影
響
が

あ
る
と
見
ら
れ
る
。
 

逆
に
少
な
い
曜
日
は
土
曜
日
で
、
男
女
と
も
に
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
 

彼
も
、
無
意
識
の
内
に
『
月
曜
病
』
の
影
響
を
受
け
て
実
行
を
決
意
し
た
の
で

有
ろ
う
・
・
・
。
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第
四
章
（
前
書
き
）

彼
が
今
日
を
自
殺
日
に
決
め
た
の
も
、
 

単
な
る
偶
然
の
様
に
見
え
る
が
、
実
は
必
然
な
の
で
あ
る
。
 

と
言
う
の
は
、
今
日
が
１
１
月
１
２
日
、
月
曜
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

自
殺
者
が
多
い
曜
日
は
月
曜
日
で
あ
る
。

こ
れ
は
ブ
ル
ー
マ
ン
デ
ー
の
影
響
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
 

逆
に
少
な
い
曜
日
は
土
曜
日
で
、

男
女
と
も
に
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
 

彼
も
、
無
意
識
の
内
に
『
月
曜
病
』
の
影
響
を
受
け
、

実
行
を
決
意
し
た
の
で
有
ろ
う
・
・
・
。
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第
四
章

切
符
を
買
い
、
電
車
の
到
着
を
待
つ
彼
。

彼
は
、
ふ
と
思
っ
た
・
・
・
。

「
電
車
に
飛
び
込
ん
で
死
ね
ば
、
ア
イ
ツ
等
を
苦
し
ま
せ
て
や
れ
る
か
も
・
・
・

」飛
び
込
み
自
殺
を
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
処
理
や
請
求
等
で
、
自
分
を
疎
外
し
て
い
た
両
親
に
復
讐
出
来
る
と

考
え
た
彼
。

だ
が
、
そ
の
時
。

「
・
・
・
ち
ゃ
ん
」

彼
の
脳
裏
に
、
聞
き
覚
え
の
あ
る
懐
か
し
い
声
が
し
た
。

「
え
・
・
・
？
今
の
・
・
・
。
な
ん
だ
・
・
・
？
」

気
づ
け
ば
電
車
が
到
着
し
て
い
た
。

声
の
事
は
忘
れ
、
電
車
に
乗
り
込
む
彼
。
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彼
は
、
家
族
連
れ
と
同
席
に
な
っ
た
。
 

「
ぶ
ー
ー
ー
ー
ー
ん
」
 

子
供
が
無
邪
気
に
暴
れ
て
い
る
 

「
こ
ら
！
静
か
に
し
て
ろ
」
 

「
ど
、
ど
ー
も
す
い
ま
せ
ん
ね
。
」
 

父
親
が
子
供
を
叱
り
、
母
親
が
謝
っ
て
来
た
。

「
あ
、
い
、
い
え
・
・
・
」
 

「
・
・
・
（
家
族
・
・
・
か
）
」
 

ふ
と
、
『
何
か
が
』
が
脳
裏
を
過
ぎ
る
。

「
母
ち
ゃ
ん
、
見
て
み
て
！
！
良
い
景
色
だ
よ
。
」
 

「
本
当
ね
。
」
 

「
こ
ら
こ
ら
、
電
車
の
中
で
暴
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
」
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だ
っ
て
父
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
良
い
景
色
な
ん
だ
よ
！
」
 

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
。
」
 

こ
れ
は
・
・
・
な
ん
だ
・
・
・
 

「
だ
か
ら
さ
、
頼
む
よ
。
１
千
円
で
い
い
ん
だ
よ
？
」
 

「
な
、
頼
む
よ
。
煙
草
買
う
金
も
無
く
て
も
」
 

「
い
・
嫌
だ
・
・
・
。
」

「
テ
メ
ー
。
殺
さ
れ
た
い
の
か
。
」
 

そ
の
時
・
・
・
。
 

「
や
め
ろ
、
お
前
ら
！
！
」
 

長
男
が
助
け
に
来
た
。

「
や
ば
い
。
逃
げ
る
ぞ
。
」
 

猛
ス
ピ
ー
ド
で
去
っ
て
行
く
虐
め
っ
子
達
。
 

「
に
、
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」
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「
あ
あ
、
虐
め
ら
れ
た
ら
俺
に
言
え
よ
。
守
っ
て
や
る
か
ら
さ
。
」
 

や
め
ろ
・
・
・
。

今
の
は
、
な
ん
だ
・
・
・
。
 

思
い
出
・
・
・
？
い
や
、
違
う
・
・
・
。
 

家
族
で
何
処
か
行
く
時
だ
っ
て
、
俺
は
い
つ
も
置
い
て
け
ぼ
り
だ
っ
た
じ
ゃ
な

い
か
・
・
・
 

今
の
は
、
夢
？
幻
？
な
ん
な
ん
だ
・
・
・
。

「
・
・
・
ち
ゃ
ん
・
・
・
」
 

子
供
が
、
声
を
掛
け
て
く
る
。
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「
え
？
」
 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
気
分
悪
い
の
？
こ
れ
あ
げ
る
か
ら
元
気
出
し
て
？
」
 

そ
ー
言
っ
て
彼
に
飴
を
差
し
出
す
子
供
。
 

「
あ
・
あ
り
が
と
う
・
・
・
い
い
ん
で
す
か
ね
？
」
 

「
貰
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
な
。
何
か
す
い
ま
せ
ん
ね
。
」
 

「
あ
、
い
え
・
・
・
は
い
。
」
 

「
所
で
、
失
礼
で
す
が
、
一
人
旅
か
何
か
で
す
か
？
」
 

「
え
え
・
・
・
ま
あ
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
旅
っ
て
言
う
か
・
・
・
。
」
 

彼
は
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
だ
。

『
自
殺
し
に
行
く
』
等
と
言
え
る
筈
無
い
の
だ
か
ら
…
。
 

「
そ
ー
で
す
か
。
若
い
と
は
財
産
で
す
ね
。
何
で
も
出
来
る
。
」
 

「
・
・
・
」
 

「
（
何
で
も
・
・
・
出
来
る
・
・
・
）
 

」
 

 で
も
・
・
・
も
う
遅
い
ん
だ
よ
・
・
・
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２
３
年
間
生
き
て
来
て
　
何
も
良
い
事
な
ん
て
無
か
っ
た
か
ら
な
 

家
族
か
ら
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
・
・
・
。
 

職
場
で
は
、
い
て
も
い
な
く
て
も
大
し
て
困
ら
な
い
存
在
・
・
・
。
 

そ
し
て
、
好
き
な
人
も
幸
せ
に
出
来
な
い
ク
ズ
野
郎
・
・
・
。
 

俺
な
ん
て
、
死
ん
だ
方
が
良
い
ん
だ
よ
・
・
・
。
俺
な
ん
て
・
・
・
。
 

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
。
誰
か
を
愛
す
る
資
格
も
無
い
。
 

「
ほ
ら
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
バ
イ
バ
イ
し
な
さ
い
。
」

家
族
連
れ
は
先
に
降
り
る
よ
う
だ
。
 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
！
！
バ
イ
バ
イ
！
！
」
 

「
う
・
う
ん
・
・
・
。
」
 

「
あ
、
あ
の
・
・
・
。
」
 

「
？
」
 

「
飴
・
・
・
。
あ
り
が
と
う
ね
。
」
 

「
う
ん
！
」
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・
・
・
電
車
は
、
目
的
地
に
付
こ
う
と
し
て
い
た
・
・
・
。
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第
五
章

近
辺
の
歩
道
橋
に
は
、

『
命
は
親
か
ら
頂
い
た
大
切
な
も
の
　
も
う
一
度
静
か
に
両
親
や
兄
弟
や
子
供

の
こ
と
を
 

　
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
　
独
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
下
さ
い
』
 

（
実
際
に
現
地
に
は
こ
う
言
っ
た
看
板
が
実
在
す
る
。
）
 

と
言
っ
た
、
自
殺
志
願
者
に
呼
び
か
け
る
偽
善
め
い
た
看
板
を
頻
繁
に
見
か
け

る
。
 

「
さ
て
と
・
・
・
。
旅
館
は
向
こ
う
か
・
・
・
。
」
 

「
（
最
後
の
晩
餐
・
・
・
か
）
」
 

彼
は
、
最
後
の
一
夜
を
、

昔
バ
ー
ち
ゃ
ん
と
泊
ま
り
に
訪
れ
た
旅
館
で
過
ご
そ
う
と
決
意
し
て
い
た
の
だ
。

 そ
の
時
、
１
人
の
老
人
の
姿
が
目
に
止
ま
る
。
 

「
ぜ
ぇ
・
・
・
ぜ
ぇ
・
・
・
」
 

重
そ
う
な
荷
物
を
持
っ
て
苦
し
そ
う
だ
。
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「
あ
、
だ
・
大
丈
夫
で
す
か
。
家
は
お
近
く
で
す
か
・
・
・
？
良
か
っ
た
ら
持

っ
て
行
き
ま
す
。
」
 

見
兼
ね
て
駆
け
寄
る
彼
。
 

「
・
・
・
？
」
 

「
あ
、
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
ね
。
お
願
い
し
て
い
い
で
す
か
。
」
 

「
あ
、
は
・
・
・
は
い
。
」
 

「
（
こ
の
人
、
目
が
不
自
由
な
ん
だ
・
・
・
）
」
 

彼
は
、
老
人
宅
ま
で
荷
物
を
運
ん
で
来
た
。
 

「
助
か
り
ま
し
た
。
ま
あ
お
礼
に
上
が
っ
て
お
茶
で
も
。
」
 

「
あ
、
い
え
・
・
・
急
い
で
ま
す
の
で
・
・
・
」
 

「
ま
あ
ま
あ
そ
う
言
わ
ず
・
・
・
」
 

「
え
、
あ
・
・
・
は
い
・
・
・
」
 

断
り
き
れ
な
い
性
格
の
彼
・
・
・
。
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家
に
上
が
る
彼
。
 

「
１
人
暮
ら
し
で
、
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
・
・
・
？
」
 

「
え
え
・
・
・
馬
鹿
息
子
が
い
た
ん
で
す
け
ど
・
・
・
」
 

急
に
重
い
表
情
に
な
り
口
を
開
く
老
人
。
 

「
去
年
の
春
に
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
わ
・
・
・
。
」
 

「
！
！
」
 

驚
き
を
隠
せ
な
い
彼
。
そ
れ
も
そ
の
筈
だ
。
 

自
分
も
そ
の
息
子
と
、
同
じ
運
命
を
辿
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
…
。
 

「
そ
・
そ
ー
な
ん
で
す
か
・
・
・
」
 

彼
は
至
っ
て
冷
静
に
気
に
し
て
な
い
様
に
振
舞
う
。
 

「
あ
、
あ
の
・
・
・
」
 

「
？
」
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「
こ
ん
な
事
聞
い
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
・
・
・
」
 

　
　
　
 

彼
は
少
し
躊
躇
し
な
が
ら
切
り
出
す
。
 

「
息
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
、
勿
論
悲
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
？
」
 

「
え
え
、
も
ち
ろ
ん
で
す
。
」
 

彼
は
、
何
故
こ
ん
な
当
た
り
前
の
事
を
聞
い
て
る
の
か
自
分
で
も
分
か
ら
な
か

っ
た
。
 

「
自
殺
す
る
者
は
、
残
っ
た
者
の
事
な
ど
お
構
い
な
し
で
す
よ
。
」
 

老
人
は
淡
々
と
淋
し
げ
に
語
る
・
・
・
。
 

　
　
　
　
 

「
残
っ
た
者
の
悲
し
み
な
ど
考
え
ず
に
・
・
・
。
身
勝
手
に
死
ぬ
の
で
す
よ
。
」

 「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
・
・
・
あ
の
」
 

声
が
少
し
震
え
て
い
る
彼
。
だ
が
、
質
問
を
や
め
よ
う
と
は
し
な
い
・
・
・
。
 

「
は
い
」
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老
人
は
静
か
な
口
調
で
聞
き
返
す
。
 

「
死
ん
で
も
、
悲
し
む
人
が
い
な
い
人
は
・
・
・
」
 

「
悲
し
む
人
が
い
な
い
人
は
・
・
・
自
殺
し
て
も
問
題
な
い
っ
て
事
で
す
よ
ね

？
」
 

「
ふ
む
・
・
・
。
そ
れ
は
私
に
は
分
か
り
か
ね
ま
せ
ん
が
・
・
・
」
 

「
・
・
・
」
 

「
少
な
く
て
も
、
貴
方
が
死
ね
ば
私
は
悲
し
み
ま
す
よ
。
」
 

　
　
 

「
！
！
」
 

「
そ
れ
で
は
駄
目
で
し
ょ
う
か
？
」
 

老
人
が
強
い
口
調
で
問
い
返
し
て
き
た
。
 

「
え
・
・
・
！
？
」
 

彼
は
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
。
 

老
人
は
、
全
て
を
見
通
し
て
る
感
じ
で
有
っ
た
。
 

ま
る
で
、
彼
が
こ
れ
か
ら
樹
海
に
向
か
い
、
命
を
絶
つ
事
を
理
解
し
て
る
か
の

様
に
彼
に
は
思
え
た
・
・
・
。
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夕
飯
に
も
誘
わ
れ
た
が
、
丁
重
に
断
り
、
 

彼
は
戸
惑
い
な
が
ら
、
老
人
宅
を
後
に
す
る
。
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第
六
章

旅
館
に
着
き
、
手
続
き
を
終
え
、
部
屋
に
入
る
彼
。
 

「
懐
か
し
い
な
・
・
・
」
 

「
・
・
・
」
 

彼
は
ふ
と
、
彼
女
の
事
が
気
に
な
っ
て
、
例
の
馴
れ
合
い
掲
示
板
へ
携
帯
か
ら

繋
い
で
閲
覧
し
て
み
る
。
 

す
る
と
・
・
・
。
こ
ん
な
書
き
込
み
が
・
・
・
 

５
９
２
 

：
み
さ
と
　
：
２
０
０
７
／
１
１
／
１
２
（
月
）
 

２
１
：
３
３
：

４
９
 

Ｉ
Ｄ
：
？
？
？
 

私
は
信
じ
て
る
・
・
・
。
ま
き
ち
ゃ
ん
（
彼
の
Ｈ
Ｎ
）
は
私
の
為
に
帰
っ
て
来

る
っ
て
言
っ
た
も
ん
。
 

自
惚
れ
で
も
良
い
。
私
は
信
じ
て
待
っ
て
る
・
・
・
。
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
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愛
す
る
み
さ
と
か
ら
の
書
き
込
み
だ
・
・
・
。
 

『
文
面
か
ら
』
は
彼
を
心
配
し
て
る
の
が
窺
え
る
。
 

真
意
は
、
別
だ
と
し
て
も
・
・
・
。
 

「
・
・
・
」
 

「
ご
め
ん
ね
・
・
・
。
ご
め
ん
ね
・
・
・
。
」
 

彼
は
涙
を
流
し
て
い
る
。
 

「
で
も
、
も
う
良
い
ん
だ
・
・
・
。
俺
は
終
わ
り
に
す
る
・
・
・
。
」
 

「
俺
が
死
ん
で
、
悲
し
む
人
な
ん
て
い
な
い
ん
だ
・
・
・
。
」
 

「
み
さ
と
は
、
幸
せ
に
な
っ
て
ね
・
・
・
。
」
 

彼
の
精
神
状
態
は
も
は
や
普
通
で
は
無
か
っ
た
の
だ
。
 

誰
が
止
め
よ
う
が
、
も
は
や
聞
く
耳
持
た
な
い
と
言
っ
た
感
じ
だ
。
 

決
意
は
硬
か
っ
た
。
 

電
車
で
の
家
族
連
れ
の
事
も
、
あ
の
老
人
の
言
葉
も
既
に
忘
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
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そ
し
て
、
愛
す
る
人
か
ら
の
言
葉
も
届
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
 

と
は
言
っ
て
も
、
偽
り
の
言
葉
だ
が
・
・
・
。
 

「
降
り
て
・
・
・
。
飯
を
食
う
か
。
」
 

彼
は
食
事
の
為
、
下
へ
と
降
り
て
い
く
。
 

『
最
後
の
晩
餐
』
を
終
え
、
風
呂
に
入
り
眠
り
に
付
く
彼
。
 

そ
の
夜
、
彼
は
夢
を
見
た
・
・
・
 

「
み
ん
な
ー
。
準
備
出
来
た
わ
ね
。
」
 

「
わ
ー
い
。
焼
肉
は
久
し
ぶ
り
だ
ー
。
」
 

「
ね
え
、
ア
イ
ツ
は
・
・
・
？
」
 

「
ア
イ
ツ
は
ほ
っ
と
け
。
バ
ー
チ
ャ
ン
家
で
遊
ぶ
方
が
楽
し
い
ん
だ
ろ
。
 

　
そ
れ
に
、
あ
ん
な
ク
ズ
は
い
な
い
方
が
楽
し
い
だ
ろ
？
」
 

「
そ
れ
も
そ
う
だ
ね
☆
」
 

「
あ
ん
な
奴
の
話
は
い
い
か
ら
早
く
行
く
わ
よ
。
」
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「
落
ち
こ
ぼ
れ
が
・
・
・
」
 

彼
は
小
学
校
か
ら
不
登
校
を
続
け
て
お
り
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
た
。

 そ
の
事
を
良
く
思
わ
な
い
両
親
や
親
戚
か
ら
は
疎
外
さ
れ
て
い
た
。
 

だ
が
、
バ
ー
チ
ャ
ン
だ
け
は
違
っ
た
…
。
 

『
自
分
ら
し
く
生
き
て
欲
し
い
』
と
 

学
校
に
行
く
事
を
強
要
し
た
り
し
な
か
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
！
！
」
 

「
あ
ら
、
・
・
・
今
日
は
み
ん
な
で
遊
び
に
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」
 

「
俺
、
バ
ー
チ
ャ
ン
と
い
る
方
が
楽
し
い
か
ら
い
い
ん
だ
。
」
 

「
あ
ら
あ
ら
・
・
・
。
」
 

こ
う
や
っ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
は
四
人
兄
弟
の
中
で
、
彼
だ
け
だ
。
 

バ
ー
チ
ャ
ン
に
は
そ
れ
が
た
ま
ら
な
く
嬉
し
か
っ
た
。
 

元
旦
に
は
バ
ー
チ
ャ
ン
の
家
に
親
戚
中
が
集
ま
る
。
 

そ
の
時
も
彼
は
肩
身
が
狭
か
っ
た
。
 

学
校
に
行
っ
て
な
い
落
ち
こ
ぼ
れ
と
言
う
事
で
、
 

親
戚
か
ら
の
風
当
た
り
が
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強
か
っ
た
の
だ
。
 

「
ほ
ら
、
お
年
玉
だ
ぞ
三
人
と
も
。
」
 

「
は
い
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
 

「
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
す
。
」
 

「
あ
り
が
と
う
オ
ジ
ち
ゃ
ん
」
 

お
年
玉
も
、
彼
だ
け
は
貰
え
な
か
っ
た
。
 

「
・
・
・
」
 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
」
 

そ
う
言
っ
て
彼
に
お
年
玉
を
渡
す
バ
ー
チ
ャ
ン
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
」
 

「
い
い
の
よ
、
ア
ナ
タ
は
ア
ナ
タ
だ
か
ら
。
バ
ー
チ
ャ
ン
は
ア
ナ
タ
の
味
方
よ
・

・
・
」
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
・
・
・
」
 

「
そ
れ
よ
り
。
お
前
、
ふ
り
ー
す
く
ー
る
と
か
言
う
分
け
の
分
か
ら
ん
施
設
に

通
っ
て
る
そ
う
だ
な
？
」
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「
な
ん
で
学
校
に
通
わ
ん
？
あ
？
」
 

親
戚
で
集
ま
る
と
決
ま
っ
て
こ
の
よ
う
な
質
問
を
さ
れ
る
彼
。
 

「
あ
、
い
え
・
・
・
そ
の
・
・
・
」
 

「
ハ
ッ
キ
リ
言
わ
ん
か
？
何
故
学
校
に
い
か
ん
？
」
 

『
あ
ん
な
洗
脳
組
織
に
行
き
た
く
な
い
』

『
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
方
が
楽
し
い
』
 

そ
う
言
い
返
し
た
か
っ
た
彼
。
だ
が
、
言
う
事
が
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
。
 

何
よ
り
も
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
馬
鹿
に
さ
れ
た
事
が
悔
し
か
っ
た
が
、
 

彼
は
た
だ
泣
く
事
し
か
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
。
 

「
泣
け
ば
済
む
と
思
っ
て
る
の
か
！
」
 

彼
に
手
を
あ
げ
る
伯
父
。
 

家
族
も
従
兄
弟
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
横
目
に
見
て
る
だ
け
だ
。
 

そ
の
時
・
・
・
 

バ
ー
チ
ャ
ン
が
彼
を
、
身
を
挺
し
て
庇
っ
た
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
！
！
」
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「
母
さ
ん
。
退
い
て
く
れ
。
そ
の
軟
弱
者
を
鍛
え
直
す
ん
だ
。
」
 

「
止
め
て
下
さ
い
・
・
・
彼
は
優
し
い
子
で
す
。
」
 

そ
う
言
っ
て
伯
父
を
睨
み
付
け
る
祖
母
。
 

「
う
・
・
・
」
 

「
彼
を
傷
付
け
る
人
は
許
し
ま
せ
ん
・
・
・
。
 

彼
は
私
の
可
愛
い
孫
で
す
。
」

 止
む
を
得
ず
椅
子
に
座
る
伯
父
。
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
・
・
・
？
大
丈
夫
・
・
・
？
」
 

「
大
丈
夫
よ
。
言
っ
た
で
し
ょ
？
バ
ー
チ
ャ
ン
は
ア
ナ
タ
の
味
方
だ
っ
て
。
」
 

「
バ
ー
ヂ
ャ
ン
・
・
・
あ
り
が
・
・
ど
・
・
・
」
 

涙
で
上
手
く
言
え
な
い
彼
。
 

「
ほ
ら
ほ
ら
、
男
の
子
で
し
ょ
。
泣
か
な
い
泣
か
な
い
。
」
 

家
族
か
ら
も
親
戚
か
ら
も
疎
外
さ
れ
て
い
た
彼
。
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だ
が
、
バ
ー
チ
ャ
ン
だ
け
は
違
っ
た
。
 

彼
は
、
そ
ん
な
バ
ー
チ
ャ
ン
が
大
好
き
だ
っ
た
。
 

そ
ん
な
大
好
き
だ
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ン
が
亡
く
な
っ
た
の
は
５
日
前
だ
・
・
・
。
 

死
ぬ
前
に
１
度
だ
け
目
を
覚
ま
し
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
 

「
ご
め
ん
ね
　
バ
ー
ー
チ
ャ
ン
の
ぶ
ん
も
…
た
く
ま
し
…
く
…
…
」
 

　
 

と
言
っ
た
。
 

彼
は
一
言
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
お
う
と
し
た
が
、
 

最
後
ま
で
そ
の
一
言
は
声
に
な
ら
な
か
っ
た
・
・
・
。
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第
七
章

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

彼
は
魘
さ
れ
て
い
る
・
・
・
。
 

激
し
い
呼
吸
を
し
な
が
ら
目
覚
め
る
。
 

「
夢
、
か
・
・
・
」
 

「
バ
ー
ち
ゃ
ん
・
・
・
。
」
 

バ
ー
チ
ャ
ン
の
事
を
思
い
出
し
、
悲
し
く
な
る
。
 

だ
が
、
不
思
議
と
涙
は
出
な
い
・
・
・
。
 

「
ご
め
ん
ね
・
・
・
。
俺
も
、
も
う
す
ぐ
そ
っ
ち
に
行
く
か
ら
ね
。
会
え
る
か

ら
ね
・
・
・
」
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ふ
と
時
計
を
見
る
と
、
時
刻
は
ま
だ
１
時
だ
っ
た
。
 

「
ま
だ
ち
ょ
っ
と
早
い
な
・
・
・
。
も
う
一
眠
り
す
る
か
・
・
・
。
」
 

彼
は
、
再
び
夢
を
見
た
・
・
・
。
 

愛
す
る
み
さ
と
の
夢
だ
・
・
・
。
 

彼
女
が
自
分
の
事
を
心
配
し
て
い
る
夢
を
・
・
・
。

・
・
・
翌
朝
・
・
・
 

「
や
っ
ぱ
、
夢
か
・
・
・
」
 

「
俺
の
事
な
ん
て
、
心
配
す
る
分
け
な
い
し
な
・
・
・
。
」
 

「
バ
ー
チ
ャ
ン
、
俺
も
、
も
う
す
ぐ
そ
っ
ち
に
行
く
か
ら
ね
・
・
・
。
み
さ
と
。

幸
せ
に
な
っ
て
ね
・
・
・
。
」
 



38

手
続
き
を
終
え
、
こ
の
旅
の
最
終
目
的
地
の
樹
海
へ
と
向
か
う
彼
で
あ
っ
た
。

「
ジ
ュ
ー
ス
、
買
っ
て
い
く
か
・
・
・
。
」
 

彼
は
樹
海
の
近
く
の
バ
ス
停
付
近
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
た
。
 

樹
海
の
す
ぐ
傍
に
は
バ
ス
停
が
あ
る
の
だ
が
、
 

そ
の
周
辺
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
樹
海
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
自
殺

者
に
多
い
パ
タ
ー
ン
だ
。
 

こ
れ
は
樹
海
の
中
で
睡
眠
薬
で
服
毒
自
殺
を
す
る
人
が
多
い
か
ら
だ
そ
う
で
有

る
。
 

彼
も
ま
た
、
例
外
で
は
無
か
っ
た
・
・
・
。
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第
八
章

「
こ
っ
ち
か
・
・
・
。
」
 

樹
海
の
中
に
入
る
に
は
、
自
然
公
園
内
の
遊
歩
道
を
外
れ
れ
ば
よ
い
・
・
・
。
 

至
っ
て
簡
単
で
あ
る
。
自
殺
の
名
所
と
し
て
、
こ
ん
な
に
簡
単
に
入
れ
る
の
は

問
題
か
も
し
れ
な
い
。
 

し
か
し
、
遊
歩
道
の
至
る
所
に
、
自
殺
者
に
呼
び
か
け
る
看
板
が
存
在
す
る
。
 

『
～
ち
ょ
っ
と
待
て
～
君
の
人
生
は
楽
し
い
か
、
そ
れ
と
も
苦
し
い
か
。
 

　
世
の
中
は
苦
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
い
。
楽
し
い
事
も
多
い
は
ず
だ
。
 

　
人
生
を
楽
し
く
過
ご
す
為
に
も
う
一
度
よ
く
考
え
よ
う
。
必
ず
何
か
が
あ
る

は
ず
だ
。
 

　
た
っ
た
一
つ
の
命
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
ら
下
記
へ
相
談
を
。
 

　
○
○
田
村
役
場
自
殺
防
止
連
絡
会
　
０
０
－
０
０
０
０
』
 

等
と
…
。
 

し
か
し
、
自
殺
を
す
る
者
達
に
は
こ
の
立
て
看
板
が
見
え
な
い
の
か
、
 

は
た
ま
た
見
え
て
い
て
も
、
確
固
た
る
意
志
を
も
っ
て
入
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う

か
・
・
・
。

道
沿
い
に
は
廃
車
が
い
く
つ
か
あ
る
。
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こ
の
車
は
不
法
投
棄
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
 

そ
れ
と
も
、
持
ち
主
が
樹
海
に
入
っ
た
き
り
帰
っ
て
来
な
い
の
か
・
・
・
。
 

真
実
は
闇
の
中
だ
・
・
・
。
 

彼
は
、
廃
車
を
横
目
に
樹
海
へ
と
向
か
う
・
・
・
。

樹
海
内
に
突
入
す
る
彼
。
 

ま
わ
り
は
完
全
に
闇
だ
・
・
・
。
 

し
か
も
、
異
様
な
臭
さ
が
す
る
。
 

こ
れ
が
『
死
臭
』
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
 

遊
歩
道
が
ど
れ
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
 

明
か
り
な
し
で
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
ら
、
普
通
の
人
間
な
ら
発
狂
し
そ
う

な
状
況
で
有
る
。

「
・
・
・
」
 

そ
ん
な
事
は
気
に
も
せ
ず
進
み
続
け
る
彼
。



41

最
終
章

「
つ
い
た
・
・
・
。
」
 

入
り
口
前
に
は
、
女
性
が
立
っ
て
い
た
。
 

「
・
・
・
」
 

女
性
は
、
軽
く
一
礼
し
て
来
た
。
 

「
・
・
・
。
」
 

彼
も
、
軽
く
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
る
。
 

女
性
は
中
へ
と
向
か
っ
て
行
く
・
・
・
。
 

「
（
あ
の
人
も
、
死
ぬ
の
か
・
・
・
）
」
 

「
あ
れ
、
あ
の
人
・
・
・
何
処
か
で
・
・
・
。
」
 

そ
の
時
、
彼
の
脳
裏
に
愛
す
る
人
が
過
ぎ
る
・
・
・
。
 

愛
し
の
人
と
メ
ー
ル
を
し
て
い
た
楽
し
い
思
い
出
が
・
・
・
 

朝
か
ら
番
ま
で
メ
ー
ル
を
し
て
い
た
時
の
事
を
・
・
・
。
 

仕
事
中
に
も
合
間
を
取
っ
て
メ
ー
ル
を
し
て
い
た
。
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電
話
が
苦
手
な
事
を
分
か
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で
、
優
し
く
 

「
焦
ら
な
い
で
、
少
し
づ
つ
克
服
し
て
行
け
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
・
・
・
」
 

と
言
っ
て
く
れ
た
事
を
・
・
・
。
 

「
違
う
・
・
・
。
み
さ
と
は
俺
の
事
な
ん
て
嫌
い
な
ん
だ
・
・
・
。
」
 

な
ん
で
・
・
・
俺
は
君
の
事
を
好
き
な
の
に
分
か
っ
て
く
れ
な
い
の
・
・
・
 

俺
は
君
が
い
な
き
ゃ
駄
目
な
の
に
・
・
・
君
が
い
る
か
ら
生
き
て
来
れ
た
の
に
・

・
・
 

「
ず
っ
と
友
達
で
い
ま
し
ょ
う
・
・
・
」
 

そ
の
一
言
で
俺
が
ど
れ
だ
け
傷
付
い
た
事
か
・
・
・
。
 

分
か
っ
て
た
・
・
・
。
分
か
っ
て
た
ん
だ
よ
・
・
・
。
 

俺
と
メ
ー
ル
し
て
た
の
は
、
同
情
や
哀
れ
み
か
ら
だ
っ
て
・
・
・
。
 

君
の
気
持
ち
は
俺
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
イ
ツ
に
向
い
て
い
た
事
も
・
・
・
。
 

俺
が
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
て
あ
げ
た
い
と
言
っ
た
。
 

で
も
、
君
は
断
っ
た
・
・
・
。
友
達
だ
か
ら
貰
え
な
い
と
・
・
・
。
 

ア
イ
ツ
に
は
住
所
も
教
え
た
の
に
、
俺
に
は
教
え
て
く
れ
な
い
ん
だ
ね
・
・
・
。
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 バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
チ
ョ
コ
を
送
る
程
の
関
係
だ
と
言
う
事
も
知
っ
て
い
る
・
・
・

。
 

去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
ア
イ
ツ
と
会
っ
た
事
も
知
っ
て
い
る
・
・
・
。
 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
全
て
俺
に
隠
し
て
い
る
事
も
・
・
・
。
 

「
で
も
、
良
い
ん
だ
・
・
・
。
も
う
、
良
い
ん
だ
・
・
・
」
 

彼
は
呟
い
て
い
る
。
 

「
み
さ
と
は
幸
せ
に
な
っ
て
ね
・
・
・
。
 

　
２
３
年
間
生
き
て
来
て
、
こ
ん
な
に
人
を
愛
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
よ
・
・

・
。
」
 

彼
は
愛
に
飢
え
て
い
た
。
 

時
に
は
ネ
ッ
ト
で
出
会
っ
て
想
い
を
寄
せ
た
彼
女
に
、
愛
情
を
強
要
す
る
事
も

有
っ
た
。
 

他
の
男
と
は
メ
ー
ル
し
な
い
よ
う
に
告
げ
、
束
縛
し
た
事
も
有
っ
た
・
・
・
。
 

そ
れ
を
彼
女
が
嫌
が
っ
て
い
る
事
も
分
か
っ
て
い
た
・
・
・
。
 

そ
れ
が
悪
い
事
だ
と
は
自
覚
し
て
い
た
が
、
 

そ
れ
程
ま
で
に
歪
ん
だ
愛
だ
っ
た
の
だ
・
・
・
。
 

歪
ん
だ
強
き
愛
。
な
ん
と
皮
肉
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
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「
も
う
、
行
こ
う
・
・
・
。
」
 

だ
が
、
彼
を
止
め
る
か
の
よ
う
に
、
更
に
色
ん
な
人
が
脳
裏
を
過
ぎ
る
・
・
・
。

 「
バ
ー
ー
チ
ャ
ン
の
ぶ
ん
も
…
た
く
ま
し
…
く
…
…
」
 

大
好
き
だ
っ
た
、
バ
ー
チ
ャ
ン
の
事
が
・
・
・
。
 

「
そ
ー
で
す
か
。
若
い
と
は
財
産
で
す
ね
。
何
で
も
出
来
る
。
」
 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
顔
色
悪
い
の
？
こ
れ
あ
げ
る
か
ら
元
気
出
し
て
？
」
 

電
車
の
中
で
出
会
っ
た
家
族
連
れ
の
事
が
・
・
・
。
 

「
残
っ
た
者
の
悲
し
み
な
ど
・
・
・
身
勝
手
に
死
ぬ
の
で
す
よ
。
」
 

偶
然
出
会
っ
た
あ
の
老
人
の
事
が
・
・
・
。
 

そ
し
て
・
・
・
 

「
・
・
・
」
 

「
さ
っ
き
の
・
・
・
女
の
人
・
・
・
？
」
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「
・
・
・
」
 

「
君
は
、
ど
ー
し
て
死
ぬ
の
・
・
・
？
」
 

「
そ
し
て
・
・
・
俺
は
、
な
ん
で
死
ぬ
の
？
」
 

「
な
ん
で
、
死
な
な
き
ゃ
・
・
・
い
け
な
い
の
・
・
・
？
」
 

彼
は
泣
い
て
い
る
。
何
故
泣
い
て
い
る
の
か
は
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
・
・
・
。

 「
バ
ー
チ
ャ
ン
は
な
ん
で
死
ん
だ
の
・
・
・
？
」
 

「
オ
ジ
イ
さ
ん
の
息
子
さ
ん
は
な
ん
で
死
ん
だ
の
・
・
・
？
」
 

「
君
は
な
ん
で
死
ぬ
の
・
・
・
？
」
 

「
俺
は
、
な
ん
で
死
ぬ
の
・
・
・
？
」
 

「
俺
は
・
・
・
俺
は
・
・
・
」
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「
俺
は
・
・
・
」
 

こ
の
日
　
彼
は
　
自
殺
し
た
　
 

そ
う
　
彼
は
、
樹
海
で
死
ん
だ
の
だ
。
 

今
ま
で
の
　
彼
は
・
・
・
死
ん
だ
の
だ
・
・
・



47

夢
い
つ
も
の
よ
う
に
お
気
に
入
り
に
登
録
し
て
有
る
掲
示
板
に
繋
ぐ
彼
女
。
 

だ
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
書
き
込
み
を
見
る
の
だ
っ
た
・
・
・
。
 

「
え
・
・
・
」
 

４
５
０
：
　
：
２
０
０
６
／
１
１
／
１
２
（
月
）
 

０
７
：
２
５
：
２
２
 

Ｉ

Ｄ
：
？
？
？
 

今
か
ら
死
に
に
行
く
。
お
前
ら
世
話
に
な
っ
た
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

彼
女
は
、
そ
の
書
き
込
み
を
見
て
驚
愕
し
た
。

「
な
ん
で
・
・
・
嘘
・
・
・
止
め
て
・
・
・
」
 

慌
て
て
レ
ス
を
返
す
彼
女
。
 

『
お
　
願
　
い
　
死
な
な
い
で
。
帰
っ
て
来
て
・
・
・
』
 

と
・
・
・
。
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す
る
と
、
『
君
の
為
に
帰
っ
て
来
る
よ
』
 

と
帰
っ
て
来
た
。
 

「
違
う
の
・
・
・
勘
違
い
し
て
る
よ
・
・
・
。
彼
は
た
だ
の
友
達
な
の
・
・
・
」

 「
私
は
、
誰
に
も
恋
愛
感
情
が
持
て
な
い
の
・
・
・
」
 

「
で
も
、
で
も
・
・
・
友
達
と
し
て
一
番
好
き
な
の
は
貴
方
な
の
よ
・
・
・
。
」

 「
だ
か
ら
、
だ
か
ら
・
・
・
。
帰
っ
て
来
て
・
・
・
。
」
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
帰
っ
て
来
て
・
・
・
。
 

「
や
っ
ぱ
、
夢
か
・
・
・
」
 

「
俺
の
事
な
ん
て
、
心
配
す
る
分
け
な
い
し
な
・
・
・
。
」
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こ
の
後
、
樹
海
の
中
で
、

彼
の
妄
想
が
具
現
化
し
た
彼
女
の
姿
を
見
る
事
に
な
る
・
・
・
。
 

『
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い
』
は
ず
の
、
彼
女
の
姿
を
・
・
・
。
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現
実

樹
海
か
ら
帰
っ
て
来
た
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
醜
い
現
実
で
あ
っ
た
・
・
・
。
 

「
君
ね
ー
。
な
ん
で
無
断
欠
勤
し
た
分
け
・
・
・
？
」
 

「
す
、
す
い
ま
せ
ん
・
・
・
。
」
 

「
辞
め
る
ん
な
ら
辞
め
る
で
良
い
ん
だ
よ
？
無
駄
な
給
料
払
わ
な
く
て
良
い
か

ら
ね
。

　
君
な
ん
て
い
て
も
い
な
く
て
も
一
緒
だ
か
ら
ね
。
」
 

誰
か
ら
も
、
必
要
と
さ
れ
な
い
・
・
・
 

「
た
だ
い
ま
・
・
・
」
 

「
あ
あ
忙
し
い
。
退
い
て
よ
ね
。
」
 

母
親
を
彼
を
押
し
退
き
職
場
に
向
か
う
。
 

「
・
・
・
」
 

父
親
を
彼
を
チ
ラ
っ
と
見
て
、
言
葉
を
掛
け
ず
に
通
り
過
ぎ
る
。
 

「
待
っ
て
よ
マ
マ
ー
。
学
校
ま
で
乗
せ
て
行
っ
て
よ
ー
」
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弟
も
、
ま
る
で
彼
を
透
明
人
間
か
の
様
に
無
視
し
て
学
校
へ
向
か
う
。
 

家
族
は
彼
が
帰
っ
て
来
た
事
に
つ
い
て
も
特
に
関
心
を
持
た
な
い
よ
う
だ
。
 

い
や
、
そ
も
そ
も
彼
が
樹
海
に
向
か
っ
た
事
も
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
・
・
・
。
 

「
・
・
・
」
 

誰
か
ら
も
、
愛
さ
れ
な
い
・
・
・
。
 

部
屋
に
入
り
掲
示
板
へ
繋
ぐ
彼
。
 

そ
し
て
書
き
込
み
を
す
る
と
歓
喜
の
レ
ス
が
返
っ
て
く
る
。
 

『
帰
っ
て
来
た
の
か
！
！
』
 

『
待
っ
て
た
ん
だ
ぞ
こ
の
ヤ
ロ
ー
！
！
』
 

『
俺
に
無
断
で
死
ぬ
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
・
・
・
』
 

そ
し
て
、
愛
す
る
人
か
ら
も
・
・
・
。
 

『
・
・
・
お
帰
り
な
さ
い
・
・
・
』
 

「
み
ん
な
・
・
・
。
」
 



52

彼
は
涙
を
流
し
た
・
・
・
。
 

だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
『
掲
示
板
』
と
言
う
名
の
不
透
明
な
場
所
で
の
、
 

表
向
き
の
発
言
で
有
っ
た
・
・
・
。
 

実
際
は
正
反
対
の
事
を
思
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
・
・
・
。
 

『
な
ん
で
帰
っ
て
来
た
ん
だ
よ
・
・
・
』
 

『
う
ぜ
ー
。
死
ね
よ
。
』
 

『
ゴ
ミ
が
一
人
減
っ
た
ぐ
ら
い
ど
ー
っ
て
事
ね
ー
ん
だ
よ
。
』
 

そ
し
て
、
愛
す
る
人
も
本
心
で
は
・
・
・
。
 

『
キ
モ
イ
わ
・
・
・
。
私
ま
た
ス
ト
ー
カ
ー
さ
れ
る
の
か
し
ら
・
・
・
。
 

　
折
角
、
邪
魔
者
が
い
な
く
な
っ
て
ル
キ
タ
ン
と
仲
良
く
や
れ
る
と
思
っ
た
の

に
・
・
・
。
』
 



53

何
も
知
ら
ず
に
お
礼
を
言
う
彼
・
・
・
。
 

「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
・
・
・
。
」
 

誰
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
な
い
　
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
 

彼
が
生
き
て
る
世
界
は
天
国
　
そ
れ
と
も
地
獄
？
 

何
故
生
き
る
の
？
幸
せ
な
の
？
 

あ
の
時
　
死
ん
だ
方
が
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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